
取付け説明書

MAQ-306　AW03　2025年4月1日発行
防音・断熱内窓

インプラス（浴室仕様開き窓）

■取付け上のお願い
●図面中の記号は使用するねじ・部品の種類を表します。｢■使用部品一覧表｣を参照の上ご使用ください。
●上・下枠は水糸などを張って、曲がりのないように取付けてください。
●ソリや伸びを防止するため、直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●  組立ての際は、樹脂が割れる可能性があるので、樹脂部材をハンマーで直接たたかないでください。
● 樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこすったりしないでください。軽い傷がついてしまった場合は、市販の
メラミンフォームなどの研磨材で軽くこすると目立たなくなります。
● 樹脂部材ねじ止めの際は、樹脂が割れたり、ねじが貫通したりする
　可能性があるので、締めすぎないでください。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●窓枠強度不足防止のため、ねじで止めた後、ゆるみ・ガタツキのない
　ことを確認してください。

●この説明書は、取付けされる方に必ずお渡しください。掲載番号順に施工してください。
■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
注意 … 取付けを誤った場合、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険または物的損害の発生が 

想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

■使用部品一覧表

ⓐ ⓑ ⓒ
ユニット納まり

アリゲーター
プラグ

トラスタッピンねじ
φ4×25

特平タッピンねじ
φ4×35

ⓓ ⓔ ⓕ
タイル納まり

フィッシャープラグ
トラスタッピンねじ

φ4×30
特平タッピンねじ
φ4×50

ⓛ ⓜ ⓝ

ウェルナット
トラス小ねじ
φ4×16

特平小ねじ
φ4×30

■枠取付けねじ部品セット ■障子取付けねじ部品セット ■アルミ額縁取付けねじセット (別売品)
※必ず指定のねじで取付けてください。

※下記内容は重要事項ですので、必ず点検してください。
NO. チェック内容

1 指定のプラグ、ねじを使用したか □
2 コーキング処理をしたか □

注 意注 意
● 取付けは対応する人数で行なってください。思わぬケガをするおそれがあります。
● 枠・障子の外れや脱落のおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・ 取付け面のタイルが製品重量に耐えられることを確認してください。
・ 開口部の水勾配が1°以上の場合は、枠が水平になるように調整材等を張付けて
ください。
・ 樹脂額縁やタイルにねじで固定後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してく
ださい。
・  アルミ額縁・タイル四方アルミ額縁の場合は別売品のⓛウェルナットをご使用
ください。
・ 必ず指定の取付けねじを指定の本数使用して取付けてください。
・ 丁番固定ねじ・ハンドル受け固定ねじは必ず取付けてください。
・ 枠をⓑⓔトラスタッピンねじ、ⓒⓕ特平タッピンねじ(アルミ額縁の場合、ⓜト
ラス小ねじ、ⓝ特平小ねじ)で固定する際は推奨トルク2.0N・m[20kgf・cm]
のトルクで締め付けてください。
● タイル四方額縁・アルミ四方額縁が取付けされている場合は、必ず別売品の「ア
ルミ額縁用取付けねじセット」をご使用してください。枠が額縁に確実に固定
できず外れるおそれがあります。

● 漏水の原因になりますので、下記事項をお守りください。
・ 上、下、縦枠のタイル・樹脂額縁・アルミ額縁のねじ固定は、必ず右表の通り
下穴の径のドリルで下穴（タイルの場合は深さ25～ 30mm）をあけ、右表の
プラグを差込んでコーキング材を充てんしてください。タイルの場合はコーキ
ング材を充てんした後に右表のプラグを差込んでから行なってください。
 ・ タイルからフィッシャープラグが飛び出ないようにしてください。
● タイルへ下穴をあける際は、タイルの端部を避け、必ず磁器タイル用ドリルを
使用してください。 タイルが割れることがあります。

モルタルが十分に
充てんされていること

タイル立ち上がり面

縦枠端部

水勾配が1°以上の場合、
調整材等で枠を水平にして
ください。

取付け面 下穴の径 プラグ
樹脂額縁 φ5 ⓐアリゲータープラグ

タイル φ5 ⓓフィッシャープラグ
アルミ・タイル四方

アルミ額縁 φ8 ⓛウェルナット

ⓖ ⓗ ⓘ

丁番調整用
ワッシャー 戸当り材（横用） 戸当り材（縦用）

ⓙ ⓚ

外れ止め
バインド小ねじ
M4×10
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縦枠
カムラッチ
ハンドル受け

丁番

a

A部

d l

a d l

a d l

a d l

a d l

a d l

a d l

a d l

b e m

b e m

b e m

b e m

b e m

b e m

c f n

c f n

縦枠

カムラッチ
ハンドル受け

丁番

3縦枠の取付け

段差緩和部材をご使用の方は枠取付け前に取付けてください。
①段差緩和部材の裏のリケイ紙を剥がし、左右のチリ（5mm）を合わせながら取付けてください。
② 枠をあてがい、見込方向の調整が必要な場合にはカットしてください。
※ 段差緩和部材をカットする場合は、両面テープをカッターでカットしてから、Pカッターなどで
カットしてください。
※コーキングは製品を取付け後に行ってください。

②  けがきに合わせて下表の通り下穴をあけます。（タイルの場
合、深さ25～30mm)タイルの場合はコーキング材を充て
んします。
※タイルはタイル用ドリルを使用してください。
③ 下表プラグを下穴に差込みます。(タイルから飛び出ないよう
にしてください。)
④ 下表のプラグの中にコーキング材を充てんします。
⑤ もう一度縦枠をあて、 ⓑⓔⓜ、ⓒⓕⓝのねじで固定します。

2段差緩和部材の取付け(別売品)

■取付け手順
1取付け開口部の確認

※ 開口寸法は、調整後の寸法で
測定してください。

上
±1.5mm

下
±1.5mm

縦
±1.5mm

縦
±1.5mm

Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3
Ｗ1

Ｗ2

Ｗ3

図1 図2 図3

L1

L2

L1ーL2≦3mm

①取付ける開口部H1～H3、W1～W3の寸法差が3mm以内であることを確認してください。（図1）
②取付ける開口部のそれぞれのたわみが、図2に示す量以内であることを確認してください。（図2）
③ 取付け開口部の対角差が3mm以内である事を確認してください。（図3）
※開口部の寸法差やたわみが限度をこえている場合は、枠との間に平板を敷いて調整してください。
　（その際発生した枠と開口のすき間には、コーキング材でふさいでください。）

※縦枠はけがき線に合わせて垂直かつ曲がりのないよう
に固定してください。光漏れや漏気が発生することが
あります。

お願い

※枠取付け時に、取付け面のユニットバス
の注意・お願いラベルが隠れる場合は、
お施主さまに確認して対応方法を相談し
てください。

お願い

※ アルミ額縁の場合は、 
別売品の取付け部品セ
ット内のウェルナッ
ト・ 取付けねじをご使
用ください。

※ ※

A A

30mm以上
あける

※ 縦枠の位置出しは下図のよう
に窓枠室内側から一定にして
ください。
※ 樹脂額縁の場合､ 室内面から
30ｍｍ以上あけてください。

b

a■
A
部
詳
細
図

取付け面 下穴の径 プラグ

樹脂額縁 φ5 ⓐアリゲータープラグ

タイル φ5 ⓓフィッシャープラグ

アルミ・タイル四方
アルミ額縁 φ8 ⓛウェルナット

縦枠
取付け位置

取付け位置A

縦枠
C

BA
下げ振り

① 開口部に縦枠をあて、縦枠下部と外窓の距離（A寸法）は、左右で合わせてください。下げ振り等を使用して、B寸法とC寸法を揃え、縦枠が垂直に取付
けられるように縦枠にあいている穴（枠取付け穴、丁番・ハンドル受け裏板固定取付け穴）に合わせて下穴をけがきます。

 注　意

● 開口部の水勾配が1°以上の場
合は、枠が水平になるように調
整材等を敷いて調整してくだ
さい。枠・障子の外れや脱落の
原因になるおそれがあります。

 注　意

● 丁番固定ねじ・ハンドル
受け固定ねじは必ず取付
けてください。障子が脱
落するおそれがあります。

■丁番部詳細図 ■ハンドル受け部詳細図

ハンドル受け
固定ねじ

ⓒⓕⓝ
丁番
固定ねじ

ⓒⓕⓝ

■タイルの場合

ⓔ  トラスタッピンねじ
φ4×30

ⓓ フィッシャープラグ
（タイル納まり）

ⓕ 特平タッピンねじ
φ4×50

■樹脂額縁の場合

 ⓐ アリゲータープラグ
（ユニット納まり）

ⓑ トラスタッピンねじ
φ4×25

 ⓒ 特平タッピンねじ
φ4×35

■アルミ額縁の場合

ⓜ トラス小ねじφ4×16

ⓛウェルナット

ⓝ 特平小ねじφ4×30

5
5

5

縦枠

2
55

5
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※室内側のⓐアリゲータープラグを差込み時、
樹脂額縁下地材と干渉して最後まで差込み
できない場合は先端をカットしてください。

お願い

③ ⓐⓓⓛプラグを下
穴に差込みます。

④ コーキング材を充てんします。 
プラグの中とその周りに充てんしてください。

② ドリルで穴をあけ切粉を払います。タイルの場合はコーキン
グ材を充てんします。

① 穴に合わせて下穴をけがきます。

⑤ 枠取付けねじと丁番固定ねじ、 
ハンドル受け固定ねじでねじ止
めします。

コーキング材はプラグ
の周りを埋めるように
充てんしてください。

コーキング材

ⓑⓔⓜ
トラスタッピンねじ

ⓒⓕⓝ
特平タッピンねじ

※ アルミ額縁の場合は、別売品の取付け部品セット内のウェルナット・取付けねじをご使用ください。

ドリル

コーキング材

25～30mm

タイル納まりの場合

4上下枠の取付け
① 開口部に縦枠と段差がないように上下枠をはめ込み、以下の手順で縦枠と同様に取付け
ます。
② 上下枠にあいている穴に合わせて下穴をけがきます。
③ けがきに合わせて右表の下穴をあけます。(タイルの場合、深さ25～30mm)タイルの場
合はコーキング材を充てんします。
④ 右表のプラグを下穴に差込みます。（タイルから飛び出ないようにしてください。）
⑤ 右表のプラグの中にコーキング材を充てんします。
⑥ もう一度上下枠をあて、ⓑⓔⓜのねじで固定します。

※縦枠と上下枠の取合い部に
段差がないように取付けて
ください。

■取付け上の留意事項

取合い部に段差が
ないようにする。

■B部詳細図

下枠

B部

縦枠

b

b

b
b

a

a

a

a

b

a

先端カット

フランジ部

先端側

お願い
◀額縁面

3.0mm未満

ⓐ

フランジ部

※ⓐアリゲータープラグはハンマーなどでたたき込み
樹脂額縁とプラグのフランジ部が3.0mm未満にし
てください。最後まで差込みできなくても問題あり
ません。

取付け面 下穴の径 プラグ

樹脂額縁 φ5 ⓐアリゲータープラグ

タイル φ5 ⓓフィッシャープラグ

アルミ・タイル四方
アルミ額縁 φ8 ⓛウェルナット

■タイルの場合

 ⓔ トラスタッピンねじ
φ4×30

ⓓ フィッシャープラグ
（タイル納まり）

ⓕ 特平タッピンねじ
φ4×50

■樹脂額縁の場合

 ⓐ アリゲータープラグ
（ユニット納まり）

ⓑ トラスタッピンねじ
φ4×25

ⓒ 特平タッピンねじ
φ4×35

■アルミ額縁の場合

ⓜ トラス小ねじ
　φ4×16

ⓛウェルナット

ⓝ 特平小ねじ
　φ4×30

注　意

● 枠・障子の外れや脱落のおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・ 樹脂額縁やタイルにねじで固定後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。
・  アルミ額縁・タイル四方アルミ額縁の場合は別売品のⓛウェルナットをご使用ください。
・ 枠をⓑⓔトラスタッピンねじ、ⓒⓕ特平タッピンねじ(アルミ額縁の場合、ⓜトラス小ねじ、ⓝ特平小ねじ)で固定する
際は推奨トルク2.0N・m[20kgf・cm]のトルクで締め付けてください。
● 漏水の原因になりますので、下記事項をお守りください。
・ 上、下、縦枠のタイル・樹脂額縁・アルミ額縁のねじ固定は、必ず右表の通り下穴
の径のドリルで下穴（タイルの場合は深さ25～ 30mm）をあけ、右表のプラグを
差込んでコーキング材を充てんしてください。タイルの場合はコーキング材を充て
んした後に右表のプラグを差込んでから行なってください。
・ タイルからフィッシャープラグが飛び出ないようにしてください。
● タイルへ下穴をあける際は、タイルの端部を避け、必ず磁器タイル用ドリルを使用してください。 タイルが割れるこ
とがあります。

枠取付け穴

下穴を
けがく

縦枠

丁番・
ハンドル
受け固定取付け穴

取付け面 下穴の径 プラグ
樹脂額縁 φ5 ⓐアリゲータープラグ

タイル φ5 ⓓフィッシャープラグ
アルミ・タイル四方

アルミ額縁 φ8 ⓛウェルナット
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戸当り（縦)

縦枠

戸当り（下)

コーキング
15mm

室
内
側

■D部詳細図

下枠

戸当り材
（インプラス開き窓本体に同梱）

C部

❶

❶

❷

❷
※H・Wはサッシ基本寸法を示します。

お願い

当て木

ハンマー
戸当り材

お願い
※樹脂面をハンマーで直接
たたかないでください。樹
脂が割れることがあります。

※戸当り材は縦用と横用が2本ずつあります。縦用と横用で長さ
が異なりますので、サッシ寸法を参考に長さを確認して取付け
てください。

戸当り材長さ（mm）断面図

戸当り材(縦用)

戸当り材(横用)

H－69

W－39

■C部詳細図

※吊込みの際、障子と上額縁が干渉することがあります。その場合は枠の
上部丁番を一度外して吊込んでください。
※丁番は丁番固定ねじⓒⓕⓝが付いていることを確認してから外してくだ
さい。丁番固定ねじを付けずに丁番を外すと裏板が落下し、丁番を再び
取付けることができなくなります。

ⓒⓕⓝ
丁番固定ねじ
※外さないで
ください。

お願い

5戸当り材の取付け
① 戸当り材を上下→縦の順に取付けます。
※かたい場合は当て木をしてハンマーでたたいて
取付けてください。

D部

コーキング

6枠まわりのコーキング処理

枠の四周にマスキングテープを貼り、コーキング処理
をしてください。排水経路を確保するため、縦枠の下
部両端部15mmはシーリングしないでください。

■段差緩和部材をご使用の場合
部材まわりもコーキングで充てんし
てください。

8障子外れ止めの取付け

①障子を９０°以上開き、上の丁番から順に位置を合わせて吊込みます。
②枠と障子の状態を確認し、丁番の調整を行います。
③うまく閉まらない場合には、カムラッチハンドルの調整を行ってください。

●障子を90°以上開き、外れ止めを取付けます。

※右図のように外れ止めを上下に調整し取付けて
ください。
※裏板固定ねじは取外さないでください。外れ止めが
取付けできなくなります。
※外れ止め取付け部の穴がズレている場合は、裏板
固定ねじを半回転ゆるめてから外れ止めを取付け
てください。外れ止め取付け後、裏板固定ねじを締
直してください。

お願い

障子 枠

ロットNo.表示位置ブランドラベル
上桟室内側：右側

1
～
2
m
m

丁番

裏板固定ねじ
ⓚ外れ止め

裏板
固定ねじ

外れ止め
取付け部

外れ止め
取付け部

半回転
ゆるめる

縦枠（吊元）障子

ⓙ外れ止め

ⓚ

ⓚ

お願い
※丁番ライナーを3枚以上入れると障子が枠に干渉するこ
とがありますので、丁番ライナーは2枚以下にしてくだ
さい。

・ハンドル受けライナー
　取外すことで、戸先の引寄せを強くすることができます。
・ハンドル受け
　取付けねじをゆるめて、左右に動かすことでハンドルと受け
のかかり代を調整できます。

●カムラッチハンドルの調整

7障子の吊込み・調整方法

●丁番の調整

ハンドル受け

縦枠（戸先）

ハンドル受け
ライナー

障子が下枠に当たる場合 障子の戸先が下がっている場合

縦枠
（吊元）

丁番ライナー
（各2枚）

丁番調整用
ワッシャー

ｇ

上

下

上

下

①外す

②入れる
①上の丁番ライナーを外すと戸先が上がる。
②外した丁番ライナーを下の丁番に入れる
とさらに戸先が上がる。

上下の丁番に丁番
ワッシャーを入れる。
障子全体が１mm上がる。

※丁番ライナーは別途購入可能

ねじ

丁番ライナー

丁番ライナーの取外し方

お願い
※すき間防止のため必ず調整してください。

戸当り（下）

戸当り（上）

上枠

下枠

15 15

縦
枠

縦
枠

戸当り（縦）

戸当り（縦）
戸当り（下）

戸当り（上）

上枠

下枠

縦
枠

縦
枠

戸当り（縦）

戸当り（縦）
室外側室内側

幅5mm

5 5

※外窓や取付け面のコーキングが切れていないか
確認し、切れている場合はコーキング処理をし
てください。

お願い

※ 丁番とハンドル受け部のコーキングがしづらい
場合は、丁番とハンドル受けを外してコーキン
グ処理をしてください。

お願い

4/4



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN (eBook)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


